
賛　美　

　 　 「いと高き所に栄光が」

　　 「私たちは一つ」

　 　 「インマヌエル」

　　　　　　 　 「御国をこの地に」

　　　　 　 「いと高き所に栄光が」

　 献　金

牧会祈祷＆主の祈り

宣教支援献金

聖書箇所　　黙示録3章7節～13節　

メッセージ 「今を生きる教会⑥　鍵を持って生き る」

関真士牧師

賛　美　 「善き力に我守られ」

頌栄＆祝祷

報告

　　　　　　　　

会堂礼拝とオンライン礼拝が、主の御霊によって

一つとされ共に主を礼拝いたしましょう。

お知らせ

● 礼拝後10:30AM　　初心者クラス（関牧師　教育館2

階）、分かち合いのクラス（教育館１階）、マタイ福

音書クラス（アイゾン直子、第二、第三週　教育館2

階）　初めての方もどうぞご参加ください。

● 本日は、待降節（アドベント）第三週目です。救い主

の降誕に想いを向けてこの時期を過ごしましょう。

● 24日（日）　礼拝は、通常の時間です。礼拝におい

て子供向けのメッセージ、キャンドルライトサービス

があります。夜のサービスはありません。

● 31日（日）　礼拝で堀リナさんが証をしてくださいま

す。関牧師夫妻は、ECカンファランス参加のために

不在です。

● EC2023のファンドレイジングのためのTシャツが販

売されています。この利益は、JCFNの活動のため

に用いられます。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　

　　　 献金

　　　　　

　風の吹くままに

▼今日は、待降節（アドベント）第三週目です。礼拝堂

に三本のロウソクが灯されます。

▼ 今日のメッセージには「門」がでてきます。茶道の

お茶室には、「躙口」（にじり口」という入口がありま

す。それは、大人が正座をして、頭を下げて身体を折

り曲げ、躙るようにしないと入れない「狭い門」なので

す。

　茶道裏千家の大宗匠は、100歳にしてなお壮健で

す。大宗匠は、講演会などでは必ず聖書の言葉を引

用します。ご自身も、その父親も同志社大学を出てお

られます。その著書の中で「躙口」と、マタイ福音書の

「狭き門」との関連について次のように言われていま

す。

　「真偽のほどは、今後の研究に委ねるほかありませ

ん。 ただ、信憑性は十二分にあります。 当時の日本

にはイエズス会の宣教師たちが大勢いました。利休の

弟子の中にも、クリスチャンに改宗し洗礼名を持つ人が

いたと伝えられています。ですから、利休が福音書の一

節を知っていて、そこから躙口を思いついたとしても、

決しておかしくはないのです。何より、狭き門と躙口に

は同じ思想が通っているように、私には思えるので

す。」（『日本人の心、伝えます』幻冬舎、2016年）

茶道に、キリスト教の影響が色濃く残っているということ

`が、とても興味深いですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

関真士牧師
sekishinji89@gmail.com
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2023年度聖句　

神の命令を守ること、それが神を愛することです。神の命

令は重荷とはなりません。 ヨハネの手紙　5章3節　

スモールグループの心得

心を傾けて聴こう、理解しよう、共感しよう。教えない、

否定しない、批判しない。そのままを受け入れましょう。

分かち合いのポイント

①「誰も閉じることのできない門」　それはイエスさまです。あな

たは、門の内側、外側、どちらにいる感覚でしょうか。

②信仰を保ち続ける秘訣は、何でしょうか。

③私たちには、天の御国の鍵が与えられています。その鍵

は、閉めるためではなく、開くための鍵です。私たちが何をす

る時に、門は開かれるのでしょうか。

黙示録3章1節～6節

　また、フィラデルフィアにある教会の御使いに書き送れ。

『聖なる方、真実な方、ダビデの鍵を持っている方、彼が

開くと、だれも閉じることがなく、彼が閉じると、だれも開く

ことがない。その方がこう言われる──。 わたしはあなた

の行いを知っている。見よ。わたしは、だれも閉じることが

できない門を、あなたの前に開いておいた。あなたには少

しばかりの力があって、わたしのことばを守り、わたしの名

を否まなかったからである。見よ。サタンの会衆に属する

者、すなわち、ユダヤ人だと自称しているが、実はそうで

はなく、噓を言っている者たちに、わたしはこうする。見よ。

彼らをあなたの足もとに来させてひれ伏させ、わたしがあ

なたを愛していることを知らせる。あなたは忍耐について

のわたしのことばを守ったので、地上に住む者たちを試み

るために全世界に来ようとしている試練の時には、わたし

もあなたを守る。わたしはすぐに来る。あなたは、自分の

冠をだれにも奪われないように、持っているものをしっかり

保ちなさい。わたしは、勝利を得る者を、わたしの神の神

殿の柱とする。彼はもはや決して外に出て行くことはない。

わたしは彼の上に、わたしの神の御名と、わたしの神の

都、すなわち、わたしの神のもとを出て天から下って来る

新しいエルサレムの名と、わたしの新しい名とを書き記

す。 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさ

い。』
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黙示録 5章12，13節　　

　屠られた子羊は、力と富と知恵と勢いと誉れと栄光と賛

美を受けるにふさわしい方です。御座に着いておられる

方と子羊に、 賛美と誉れと栄光と力が 世々限りなくある

ように。


